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同
業
者
に
勤
め
て
い
ま
し
た
が
、
縁
が
あ
っ
て　

２
０
０
２
（
平
成
14
）
年
に
菅
原
組
に
入
社
し
ま

し
た
。
元
々
働
い
て
い
た
会
社
と
つ
な
が
り
が
あ
っ

た
こ
と
や
、菅
原
組
の
主
な
業
務
で
あ
る
海
洋
土
木

に
興
味
を
持
っ
た
こ
と
な
ど
が
入
社
の
決
め
手
で

す
。
ま
た
、
菅
原
組
に
は
以
前
か
ら
知
っ
て
い
る
社

員
の
方
々
も
い
た
の
で
、安
心
し
て
（
会
社
に
）
入

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
菅
原
組
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
い
う
思
い
を
今
で
も
強
く
持
っ
て
い
ま
す
。

大
ま
か
に
三
つ
の
仕
事
を
担
当
し
て
い
ま
す
。一

つ
目
は
工
事
を
進
め
る
際
の
現
場
施
工
管
理
全

般
。
工
事
に
入
っ
た
際
に
発
注
者
や
関
係
す
る
業

者
と
の
調
整
を
図
っ
た
り
、
工
事
・
工
程
に
関
係

す
る
準
備
を
担
当
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
二
つ
目

入
社
の
き
っ
か
け

業
務
内
容

は
大
船
渡
営
業
所
で
の
所
長
代
理
業
務
で
す
。
現

在
の
所
長
が
工
事
部
長
と
兼
務
し
て
い
る
関
係

で
、
大
船
渡
営
業
所
に
不
在
の
こ
と
が
多
く
、
私

が
地
元
業
者
や
大
手
の
建
設
業
者
と
の
業
務
調

整
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
三
つ
目
は
、
大
船
渡
の

宿
舎
管
理
で
す
。
施
設
の
維
持
や
管
理
業
務
も
重

要
で
す
が
、
現
場
施
工
管
理
の
仕
事
が
一
番
多
く

あ
り
ま
す
が
、
所
長
代
理
と
し
て
の
業
務
や
宿
舎

管
理
の
業
務
も
負
け
な
い
く
ら
い
し
っ
か
り
や
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
復
興
工
事
は
過
酷
な
仕
事

だ
っ
た
と
今
で
も
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。
担
当
業

者
と
し
て
乗
り
込
ん
だ
と
き
は
、
漁
港
の
ひ
ど
い

状
態
を
見
て
恐
ろ
し
さ
を
覚
え
ま
し
た
。
復
興
工

事
を
進
め
る
際
は
、
業
者
や
作
業
す
る
人
が
少
な

い
状
況
だ
っ
た
の
で
、
ま
す
ま
す
辛
い
仕
事
で
し

た
。資
材
調
達
に
も
一
苦
労
し
た
の
を
よ
く
覚
え
て

記
憶
に
残
る
仕
事

い
ま
す
。
今
は
担
当
し
た
漁
港
な
ど
が
復
興
し
、

き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
様
子
を
見
る

と
、
す
ご
く
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
れ
ま
す
。

大
切
に
し
た
い
の
は
、
工
事
に
関
係
す
る
方
や

地
元
の
方
と
の
つ
な
が
り
。業
務
を
進
め
る
際
に
は

「
色
々
な
方
に
信
頼
さ
れ
た
い
」
と
い
う
思
い
を
強

く
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
重
要
視
し
て
い
る

の
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
地
元
の
人
と
の

会
話
、
同
じ
現
場
で
働
く
業
者
の
人
と
の
会
話
、

同
僚
と
の
会
話
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
信
頼
さ
れ
る
人
間
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
！

今
後
の
目
標

▲現場での作業中

▲大船渡営業所

▲陸前高田市　脇之沢漁港

▲大船渡市　綾里漁港
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手分けしながらたくさんある昆布を採寸・選
別していきます。教えてもらいましたが、選
別はとても難しいものです。山のようにある
昆布を目の前にしたら、気が遠くなりそうで
した。暑い中２階での加工・梱包作業には本
当に頭が下がります……。

等級分けされて漁協へ出荷
するものは、重量に合わせ
て梱包するために、機械で
圧縮していきます。

《 養 殖 事 業 》
それぞれの部門で個性を発揮する仲間たち。そこではどんな業
務が行われているの？ 自慢できるところは？ 知っているようで
知らない、みなさんの職場の様子を探ってみましょう！

部所
紹介

メンバー主な業務

産物、特に真昆布養殖事業を行っていま
す。近年は、何か他に松前での養殖に適し

た水産物がないかと、北海道や水産指導所などと
一緒に牡蠣などの試験養殖も始めています。
別途町依頼によりホヤなども養殖しています。

海

段、何気なく食べている昆布ですが、大変な作業を
経て、私たちの手元に来ています。ぜひ大事に、ご賞

味ください！！
荒波育ちの松前昆布、今後も続けていきたいものです。現
在、笹村氏の跡継ぎになってくれる人材を募集しています。
ガッツのある、海好き、釣り好きを募集しております。
現在、船の修理中ですが、今年も昆布養殖は行っていきま
す。牡蠣はちょっと重たいので、来年までお預け予定です。

普

笹村 正志
玉谷 幸男
小川 嘉明
笹村 由紀子
玉谷 美佐子

荒谷 雅之
吉崎 いみ子
小川 冬子
多奈村 信一

薄暗い早朝に出航、沖で昆布を水揚げ。力
のいる作業です！

船揚げ場に揚げたら決めら
れたサイズに切り、軽トラで
加工場まで運搬します。

みなさんへメッセージ

収穫

採寸・選別

圧縮が終わった昆布は
段ボールとバンドで梱
包していきます。

こちらは段ボール出荷予定分。等級によって梱包方法も異なります。

梱包

表面の汚れなどを機械で洗ったあと、人力
で一枚一枚丁寧に洗います。そして、吊るし
用の台車に一本ずつ吊るします。この時、汚
れがあれば吊るす人から洗う人に返されま
す。品質管理が徹底されています！
その後、ある程度天日乾燥させます。水分が
ある昆布はズシリと重い。洗う作業も腕を上
げて行う吊るし作業も大変な作業です。

撮影時は皆さん黙 と々作業をし
ていましたが、カメラが向かな
い時は、世間話をしながら和
気藹 と々作業されていました！

今年度から水分補給のアクアクララを
導入して、熱中症対策もしています。

乾燥室に台車を入れ、機械
乾燥開始！乾燥時間はその
時々で若干変更しています。
この辺りは経験ですね！

乾燥を終えた昆布は袋詰め
して湿気から守りつつ、二階
の加工場へ。

乾燥

こんな業務をしています必見
※乾燥に関わる作業のみの方も含む

みなさんもどこかの場面で見てもらっている
と思いますが、社内の各種行事で配布してい
る昆布の袋詰めなども行っています。
昆布は、水揚げから乾燥・裁断・梱包までが真
夏の暑い時期に行うので、大変な作業です。



あんな現場やこんな現場、あなたの知らない現場や事例について

このページで紹介しちゃいます！あんな現場やこんな現場、あなたの知らない現場や事例について

このページで紹介しちゃいます！

オメガライナー工法の概要と原理

作業内容
社員の皆様へのメッセージ

総施工延長４９６．５５ｍ
老朽化した「下水道管」を更生する工事です。

予め工場で断面を（Ω（オメガ）型に）折り畳んだ硬質塩化ビ
ニル製パイプをドラムに巻き取ったものを施工現場に運搬
し、更生する既設管の片側のマンホールからパイプを供給
し、もう一方のマンホールからウィンチにて引き込みます。
パイプ先端がマンホールに到達したら管後端を切断し、管端
に栓をしてパイプと蒸気配管を接続します。その後、地上にあ
る蒸気ボイラー車から蒸気を供給し、内面から既設配水管を
80℃以上に加熱します。

北部第7－1排水区1工区ほか1地区　下水暗渠改築工事現 場 名

作業所長  花田喜一さん

メ ン バ ー着 工 日
完成予定日

令和2年7月28日

令和2年12月21日

管きょ更生工は、当社では初めての施工です。
私も今までの経験を活かすことが出来ずに大変でしたが、今回の
工事が完成すると水道管は今後50年ほど対応できるので、完成を
目指して頑張っています。なかなか見
られる機会が少ないので、施工中に是
非現場を見学に来て下さい。下請けさ
んも気さくな方が多いので雰囲気も良
く楽しい現場です。

このとき、オメガライナーは形状記憶効果を有しているため、
加熱だけで、円形に復元します。全断面が円形に復元したこ
とを確認したら、配管をエアコンプレッサーに接続し、圧縮
空気にて拡径させ、既設管に密着し、その後パイプを冷却さ
せます。取付管口を削孔し、管端との処理を行い、本管の更
生が完了します。

施工場所が複数個所あるため、見学に来られる際には事前に電
話をして下さい。
五稜郭地区での都市土木工事なので、人通りや交通量も多いた
め、交通誘導員を3、4人配置し、安全に事故なく終われるよう気
を付け、完成目指して頑張っています。
皆さんも事故なく現場を終えてください。よろしくおねがいします。

※五稜郭地区のため、来られる際には
　駐停車違反しないようにご注意願います。　　



「みなおして  職場の環境  からだの健康」

全国労働衛生週間
経営者パトロール

日 　 　 時　令和２年10月1日（木）、2日（金）
参  加  者　社長、花田総括安全衛生管理者
　　　　　　　冨澤工事本部長、木川工事部参与
場 　 　 所　函館市内２現場、松前町３現場、八雲町１現場

＼こんな活動、知
ってた！？／

安全活動レポー
ト

安全活動レポー
ト

令和２年度スローガン

江良漁港波除堤その他工事担当
澤谷 高広 作業所長より

10月になり全国労働衛生週間に入ると同時に、年末に向けて｢建設
工事追い込み期労働災害防止運動｣（10/1～12/31）も始まります。
建設業の労働災害は、例年追い込み期に当たる10月から12月に
多発する傾向にあり、全国の中でも北海道が突出しています。
これから工事終盤を迎える現場が数多くなってきますので、最後
まで気を緩めずに、「無事故・無災害」での工事完成を目指して
危険の芽を摘んでいきましょう。

パトロール隊より
各現場の皆さんへ

各工事とも現場内は整理整頓されていて、作業も安全を
考慮して進められているため、今回のパトロールでは指摘
事項はありませんでした。
これから気温の寒暖差も大きくなっていきますので、体
調管理には十分気を付けるよう、現場で働く人達への指
導もよろしくお願いします。



函館西高等学校は私の母校なので、後輩
が菅原組に来てくれたことをとても嬉しく
思います。

今回行ったフィールドスタディとは、社会環境
などを肌で感じ、さまざまな体験を通じて自らの問題意識を高
めていくことを目的としているそうです。今回のフィールドスタ
ディで生徒さん達が将来社会人になったときのことを想像して
いただけたら良いなと思い、私は学生と社会人との考え方など
のギャップなどを中心にお話をしました。
また、小林部長は過去の自身の経験、心境の変化、人との出会
いや縁について詳しく学生さんに話していました。話を聞いて、
小林部長の20代の頃と、今の私との経験の差がかなりあると感
じましたし、私自身の“年輪”をこれからもっと刻んでいかなけれ
ば、と将来を深く考えさせられました。
小林部長が学生の頃は将来をあまり深く考えていなかったそう
です。バイトに明け暮れて単位を落としそうになったという話も
生徒の皆さんには共感できたのかなと思います。そんなことが
あっても今、取締役管理本部長という役職で資格を多く持つ素
晴らしい人材（社会人？）になれたということは、生徒さん達にも
努力次第で上を目指せるという希望を持てたと思います。

生徒の皆さんはまだ２年生だったのですが、進路
を考えているか聞いてみると全員がしっかりと
将来について自分の考えを持っていたことに驚
きました。生徒さんの中で建設業に関心がある

という方はいなかったのですが、少しでも建設業界
に関心を持っていただけたらという思いで菅原組の企業説明を
しました。その際には、同じ函館西高等学校出身の花田課長に
ついて紹介し、普通科高校出身でも工業系の大学に進学してか
ら建設業界に就職することができるといった話を交えながら、
建設業に対するイメージアップを考えて説明しました。

なんと生徒さんの中に社員の娘さんがいまし
た。あまりの偶然に「こんなことってある？」
と、嬉しくてテンションが上がりました。そこで
生徒さんに一つ質問をしてみました。「一人で

もいい、誰か手を挙げてくれ」と祈るような気持ちで、建設業界に関心
があるかどうかを聞いてみました。自分は興味がなくてもお父さんが
仕事をしている会社だし、そのくらいはノリできっと手を挙げてくれ
るだろう。手を挙げてくれるなら彼女しかいないと期待していました。
しかし、結果は聞く前から予想していたのですが「まさか」の……(T_T)

2020年10月2日(金) 10：00～12：00
函館西高等学校２年生の皆さん  16名
本社 ３階　大会議室

１. 小林部長、三浦さんの過去の経歴などを
　 含めた自己紹介
２. 菅原組ムービー上映
３. 西高等学校の皆さんの自己紹介
４. 菅原組について企業説明
５. 質問回答コーナー

▲皆さん真剣に話を聞いています。

▲説明中の小林部長

フィールドスタディ＼こんな活動、知
ってた！？／

社会貢献活動レ
ポート

社会貢献活動レ
ポート 管理本部　本部長

小林 弘和さん と

管理本部

三浦 杏香さん に聞きました！

日　　時
参加人数
場　　所

当日の流れ

小林部長の
ちょこっと小話

活動を
終えての

感想

次回に
向けて

さあこれから話をしようという前に上がっていたテンションも下
がります。それでもめげずに恥ずかしながら経験談を話させて
いただきました。
せっかく縁あって来てくれたのだか
ら、何か一つでもためになることが
あればいいなと思っています。
建設業界に関心がない学生さんも
ウェルカムです！来年もどうぞいら
して下さい。お待ちしています。

三浦さんより

また今回のような活動が
11月にも予定されている
ので、業界の情報を知ら
ない学生の皆さんに少し
でも興味を持ってもらえ
るように工夫しながらお
話ししたいと思います。



HAPPY BIRTHDAY TO YOU！

常に中腰での作業で少しきつかったですが、終
わったときには見違えるようにきれいになって
いて達成感がありました。また、栗がたくさん落
ちていて改めて秋を感じることができました！
ボランティア活動があればまた参加したいので
よろしくお願いいたします。

かなり面積があったが、学生の動きもよく終盤はもう終わ
りなの？という声が上がっていました。8月に一度刈ってい
るそうなのでそこまで伸びてはいませんが、棘のある植物
が多くあり、植樹した木（サトウカエデ）は冬期にウサギや
鹿による食害が目立っていました。また、毎年話していま
すが、本数を減らして食害防止ガードを付けた方がよいと
いう話を来年は着実に進めていきたいです。

感想・次回に向けて

感想・次回に向けて

＼こんな活動、知
ってた！？／

社会貢献活動レ
ポート

社会貢献活動レ
ポート

      松前町・松前中学校・
               北海道渡島総合振興局西部森林室　共同事業

松前中学校校舎建築に使用した
スギ材の伐採地への育樹事業

日 　 　 時 　2020年10月6日（火）
参 加 人 数 　中学生20名くらいと先生複数名

今回、植樹は一時中止、過去3年分の植栽地の下刈りを実施！

松田直斗さんより

菅原峻さんより

・森林室2名 （1名は、松前中学校出身の菅野さん。初回の植樹会参加者）
・松前町4名 （畜産部門からの参加も。１名は獣医さん）
・菅原組4名 （荒瀬さん、松田直斗さん、村越さん、菅原峻さん）

実は五年目！

相談役
 す が わ ら 　 ひ でと

菅原 秀人さん
3

11 工事本部工事部
  よ な い 　    ゆ う や

米内 裕哉 さん
6

11 工事本部工務部
（第十一すがわら号）

 み や こし 　 はじ め

宮腰   始さん

6
11 工事本部工務部  係長

  い し と 　  ま さ ひ ろ

石戸 雅洋さん
20

11

11月生まれの皆さんをご紹介します。


